
 

 

 

 

 

 

自立に向かって成長する子ども ～子どもは未来からの留学生～ 

岡山市中学校長会  会長 

岡山市立京山中学校 校長 佐藤 成実 

 

「 子どもは未来からの留学生」  

尊敬する先輩から教えていただいた言葉です。 その言葉を聞いたころ、 社会人と なった卒業生と 話を

する機会があり 、 まさ に、 留学生が未来へと帰っていった姿を見ること ができまし た。 目の前にいる子

どもの「 今」 にかかわるこ と が、 その「 未来」 につながっていく こと を実感し まし た。  

未来へ帰っていく 子どもたちに、 今を生き、 未来につながるよう 、 校長２ 年目から生徒に伝えたい思

いを「 座右の銘」 とし て年度初めの始業式に伝えています。 令和４ 年度は世の中がまだまだコロナ禍で

先が見通せず、 マスクに隠さ れた表情が読み取れない状況が当たり 前になっていたこと から「 笑顔で挑

む」 と し まし た。 制限された活動の中でも、 生徒たちはそれぞれの今に一生懸命挑んでいまし た。 その

年の文化発表会は３ 年生だけ体育館で鑑賞しまし た。 休憩時間にある生徒が私のとこ ろにきて「 校長先

生、テレビの画面ではなく 、こう し て目の前で発表を見ること ができてう れし いです。」 と 言ってく れま

し た。 教室のテレビ画面ではなく 、 体育館で鑑賞すること はその学年にと っては中学校に入学し て初め

てのこと でし た。 マスクはし ていたけれど、 その生徒の笑顔を見ること はできました。  

挑んだその先に続いていく 人生を見つめてほし いと 考え令和５ 年度は「 笑顔で挑む 夢のその先へ」

と しまし た。 年度途中でコ ロナが５ 類となり 、 学校現場でもできること が増えていきまし た。 世の中が

急に動きを取り 戻したよう に感じまし た。 生徒たちにも今だけではなく 、 ずっと 続いているその先を見

通してほし いと いう 思いからです。 校長と の教育相談で志をもって夢を話し てく れた生徒から、 この先

がどう なるか楽し みに思えまし た。  

そして、 今年度本校が創立５ ０ 周年を迎え、 京山中学校にかかわるすべての方々の未来が輝いてほし

いという 思い、子どもたちがそれぞれの未来に向かって進んでいってほし いと いう 思いから、「 笑顔で挑

む 夢のその先へ 未来を創る」 と し まし た。 令和 4 年度から伝えている座右の銘は、 ３ 年間で少し ず

つ長く なっていきまし た。  

座右の銘がどこまで浸透し ているのかは、 今はまだわかり ませんが、 その未来のどこかにつながるこ

と を楽し みにし ています。  

子どもたちが帰っていく 未来は、 予測不可能な時代だと 言われています。 AI と の共存が今より 進み、

今ある仕事の代わり に新し い仕事も生まれると 言われています。  

今年度も地区の学校園の取組を聞く 機会があり まし た。「 京山地区 ESD・ SDGs フェ スティ バル」 の

「 活動発表会」です。そこ で、子どもは乳幼児期から学童期を経て中学生と しての今につながっており 、

その先へ広がっていく こと を目の当たり にしまし た。 中学校は義務教育の締めく く り の３ 年間です。 そ

の先に広がる未来をたく まし く 生きていく ためにも今だけではなく 、 過去と 未来をつなぐ視点が大切で

あること を改めて感じ まし た。  

自立に向かって成長する過程では、 頭や心にあること を整理するために「 言葉」 が大切だと 思ってい

ます。 座右の銘と して伝えた言葉がこの先、 どこかで子どもたちを支える力と なってほし いと 思ってい

ます。  
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令和６年度 ＯＪＴ若手教員育成支援プロジェクト 
 

「 若手教員の指導力向上」 と 「 校内の若手教員育成支援体制の構築・ 充実」 を 図るこ と を目的に始

まっ た本事業も ５ 年目を終えまし た。 今年度も OJT 支援員が年間５ 回各校を 訪問し 、 授業参観や研

究協議を通し て OJT の活性化につながる取組を進めまし た。  

 

参加校及び対象若手教員数  〔  〕 内は令和５ 年度 小： 小学校 中： 中学校 義： 義務教育学校 
 

 参加校 教 諭 常 勤 講 師 

小 3 4 校〔 3 6 校〕  
６ 1 人〔 6 2 人〕  

（ 2 年目： 3 5 人、 3 年目： 2 6 人）  
4 8 人〔 4 0 人〕  

（ 1 年目： 1 8 人、 2 年目： 2 1 人、 3 年目： 9 人）  

中・ 義 2 1 校〔 1 5 校〕  
2 1 人〔 1 6 人〕  

（ 2 年目： 1 5 人、 3 年目:： 6 人）  
2 9 人〔 2 8 人〕  

（ 1 年目： ２ １ 人、 2 年目： ５ 人、 3 年目： ３ 人）  

 
 
参観授業 

 

 

 

                  

 

 

 

 

研究協議 

                                                         

 

 

 

 

 

 

若手教員の感想 

〇授業のカ ギと なる教師の声かけや児童の発言を大切にし 、 教師が答えを前提に正解に近づけよう

と する形態は見直し たいと 痛感し まし た。 児童と と も に授業を つく り 出し ていく こ と はと ても 難

し いけれども 、 と ても 楽し いこ と だと 学びまし た。           （ 小学校講師 2 年目）    
〇自分の担当教科以外の授業を参観するこ と が大変勉強になり まし た。 生徒に何を考えさ せたいの

か、 どのよう に評価をするのか、 生徒への支援と し て何ができ るのかなど、 自分の授業だけでな

く 、 学級経営にも 取り 入れたい視点が多く あり まし た。         （ 中学校教諭３ 年目）  
 

参加校の校長の感想 
〇校内で若手を育てよう と する機運が高まり まし た。「 子ども が主と なる授業づく り 」 をするため

の様々なアイ ディ アをいただき 、 若手のみなら ずサポート する立場の教員も 学びが深まり 、 支援

体制が充実し てき まし た。                          （ 小学校長）   
〇授業参観を通し て、 授業づく り や生徒指導についてじ っ く り 深め合う 時間を つく るこ と は、 やは

り 若手教員にと っ て意欲向上につながるこ と を再確認し まし た。         （ 中学校長）  

かけざんの単元の導入です。 大型テレ ビに遊園地の絵を見せて「 ゴーカ ート に
乗っ ているのは何人ですか」 と 尋ね、「 2 人ずつ乗っ ていて〇台分だから …」 と
いう 思考を促し 、 授業のねら いにつなぎまし た。  （ 小２ 年算数）  

音の響き や重なり 合いを 確かめな
がら ク ロ ッ ク ミ ュ ージッ ク を 作り
まし た。教師がグループや個人に丁
寧に関わり 、発言や思いを受け止め
て価値付けたこ と が意欲的な学習
につながり まし た。（ 小３ 年音楽）  

授業後の協議に対象教員だ
けでなく 、 管理職や若手教
員育成担当者が参加する 学
校が徐々に増えています。
今年度は訪問校 5 5 校中、約
7 5 ％の学校で 協議参加者
の広がり が見ら れまし た。  

授業反省や感想を 基に協議の
柱を 決めて課題解決に向けた
話合いを重ねています。協議内
容を ホワイ ト ボード に整理し
て協議後に振り 返り 、個々の授
業に生かし ています。  
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